
JP 2012-90013 A5 2013.12.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公開番号】特開2012-90013(P2012-90013A)
【公開日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-018
【出願番号】特願2010-233950(P2010-233950)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ  11/00    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｊ  15/00    　　　　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを無線受信装置に送信する際、周波数領域信号の一部のスペクトルを送信しない
クリッピング処理を行なう無線送信装置であって、
　前記無線受信装置から通知される、前記無線受信装置に対する伝送に用いる割当無線リ
ソースの帯域幅、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）、あるいはランク（Rank）を
示す制御情報を用いて、前記クリッピング処理の対象とする周波数帯域を決定することを
特徴とする無線送信装置。
【請求項２】
　前記クリッピング処理の対象とする周波数帯域を決定するために用いられる制御情報の
少なくとも１つは、割当無線リソースの帯域幅を示す情報であることを特徴とする請求項
１記載の無線送信装置。
【請求項３】
　前記クリッピング処理の対象とする周波数帯域を、割当無線リソース帯域幅とクリッピ
ング処理の対象とする周波数帯域幅とが対応付けられたテーブルに基づいて決定すること
を特徴とする請求項２記載の無線送信装置。
【請求項４】
　前記クリッピング処理の対象とする周波数帯域を、前記無線受信装置との間で予め定め
られたクリッピング率に基づいて決定することを特徴とする請求項２記載の無線送信装置
。
【請求項５】
　時間領域の信号を周波数領域の信号に変換した後、前記クリッピング処理を行なう場合
、
　前記周波数領域の信号のＤＦＴ（Discrete Fourier Transform）サイズを、割当無線リ
ソース帯域幅とクリッピング処理の対象とする周波数帯域幅とに基づいて決定することを
特徴とする請求項２記載の無線送信装置。
【請求項６】
　前記通知される制御情報の少なくとも１つは、前記無線受信装置に対する伝送に適用す
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るＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）であることを特徴とする請求項１記載の無線
送信装置。
【請求項７】
　データを無線受信装置に送信する際、周波数領域信号の一部のスペクトルを送信しない
クリッピング処理と、
　前記無線受信装置から通知される、前記無線受信装置に対する伝送に用いる割当無線リ
ソースの帯域幅、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）、あるいはランク（Rank）を
示す制御情報を用いて、前記クリッピング処理の対象とする周波数帯域を決定する処理と
、の一連の処理を、コンピュータに読み取り可能および実行可能にコマンド化したことを
特徴とする無線送信装置の制御プログラム。
【請求項８】
　無線送信装置に実装されることにより、前記無線送信装置に複数の機能を発揮させる集
積回路であって、
　データを無線受信装置に送信する機能と、
　周波数領域信号の一部のスペクトルを送信しないクリッピング処理を行なう機能と、
　前記無線受信装置から通知される、前記無線受信装置に対する伝送に用いる割当無線リ
ソースの帯域幅、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）、あるいはランク（Rank）を
示す制御情報を用いて、前記クリッピング処理の対象とする周波数帯域を決定する機能と
、の一連の機能を、前記無線送信装置に発揮させることを特徴とする集積回路。
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